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■会 長 ：稲 垣 圭 次 

■幹 事 ：小 川  誠 
■公共ｲﾒｰｼﾞ向上副委員長 
 ：大 原 隆 一 

 

第２９５３回  例  会 （ Ｒ６． ５． １４ 火 曇り/晴れ ☁☀ ） 

点 鐘 稲垣 圭次会長 

R . S 君が代 奉仕の理想  四つのテスト 

幹事報告 小川 誠幹事 
下記クラブは法定休日又は定款による休会 
又はクラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 
クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

岩 倉 5 月 21 日(火) 尾 張 旭 5 月 24 日(金) 
下記クラブは例会変更です 
クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

愛知長久手 
5 月 21 日(火) 

→5 月 25 日(土) 
(親睦家族例会) 

春 日 井 5 月 24 日(金) (夜間例会) 

☆第 2 回クラブ戦略委員会のご案内 
 6 月 4 日（火）例会後開催 対象の方には次週ご案内配布 

☆地区大会記録誌 
 昨年11月開催 地区大会記録誌を参加登録された方に本日配布 

☆中部名古屋みらいロータリークラブ 
 クラブ名称変更のお知らせ 

→ 「名古屋みらいロータリークラブ」に変更 

☆愛知ロータリーE クラブ クラブ名称変更のお知らせ 
→ 「愛知友愛ロータリークラブ」に変更 

☆2024 年 5 月のロータリーレート 1 ドル＝157 円 

出席報告（兒玉 寿委員長） 
出席率 80.49％ 
会員 47 名 出席 33 名 欠席 14 名 
欠席者 岩沢修之君 加藤浩一君 眞野健二君 

中村大輔君 野村憲治君 千田光範君 
鈴木一成君 鈴木敏之君 

ニコボックス（兒玉 寿委員長） 

稲垣圭次君 GW はいかがお過ごしでしたでしょう

か？遊び疲れは残っていませんか？ 

今日を入れて今年度の例会も残り 6 回と

なりました。最後の直線、皆様と一緒に

突っ走りたいと思います。どうぞよろし

くお願い致します。 

（同文にて）福冨孝弘君 小川誠君 大島匡博君 

＜次年度国際奉仕委員会＞ 

安田一生君 次年度国際奉仕委員会の活動として 5 月

6 日より台湾草屯扶輪社との打合せに行

ってきました。2025 年 11 月に迎えます

姉妹締結 50 年の話など有意義なものと

なりました。みんなで姉妹締結 50 年を盛

り上げましょう！！同行して下さいまし

た小川征一ﾊﾟｽﾄ会長ありがとうございま

した。 

（同文にて）小川征一君 

祝 福（宇佐美芳樹委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 中村 大輔 5 月 19 日 

 

会 長 挨 拶（稲垣 圭次会長） 

 

 皆さん、こんにちは。 

 4 月より 1 ヵ月ぶりのホームグラウンド、犬山カン

ツリー倶楽部での例会開催、そして 100％出席例会に

挑戦しました成田山での早朝例会より 3 週間、皆さん

との久しぶりの顔合わせです。岩間委員長には大変美

味しい筍ご飯をいただきありがとうございました。そ

して改めて奇跡の積み重なりの 100％出席例会の難し

さと皆さんの日頃からの健康と元気を願うものであり

ます。 

さて先週の土曜日、快晴のもと、第 1 回ロータリー

フードフェスタと愛知ロータリーE クラブの創立 10

周年記念例会に小川幹事と参加してきました。会員の

中には日中の催し物には参加できず、夜に行かれた方

もおみえになったようですが、ロータリアンだけでは

なく大勢の方が会場を訪れ、盛大に開催されておりま

した。 

愛知ロータリーE クラブの記念例会は久屋大通庭園

フラリエで開催されました。酒井ガバナー始め地区役

員、東尾張 11 クラブの会長幹事が出席。E クラブのメ

ンバーとアットホームな雰囲気の中、クラブ奉仕活動

の発表、会員卓話と続きました。特に会員卓話をされ

た山本眞輔さんは 85 歳で現在芸術員会員の彫刻家で

あり、終始大変ユニークなお話しでありました。今後

は E クラブの利便性をベースに対面での実例会や奉仕

活動を大切にし、存在感のあるクラブを目指し、10 周
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年を機にクラブ名を「愛知友愛ロータリークラブ」に

変更されるそうです。 

会場を後にして、片意地を張らず、本年度私のテー

マ「シンプルに実践」。今のメンバー自身、飾り気な

く実際に行動するクラブでの記念例会はとても素敵で

あり、参加者を清々しい気持ちにしたのではないかと

感じました。 

最後に、日曜日から大相撲 5 月場所が始まりました。

昨日 39 歳になる幕内力士 玉鷺が連続出場 1600 回を

迎えました。これは現役力士では史上 1 位であります。

1600 回というので気になり計算機で計算をしたとこ

ろ、1 場所 15 取組、年 6 回の開催をしますと 17 年以

上ケガ、病気をこらえて出場をしてきたことになりま

す。玉鷺の強靭な体と精神と奇跡の積み重なりに驚か

されるばかりであります。 

本日の例会、次例会と 4 月に行われました地区研

修・協議会の報告を参加されました会員の方々に発表

をしていただきますが、揚々と少しずつ肩の荷が下り

てきたような、少し寂しい気持ちの中、あと 5 回の例

会、全力で頑張っていきますので最後までよろしくお

願いいたします。 

以上、本日の挨拶といたします。 

 

その他委員会報告  

◎次年度幹事（丹羽 敬昇君） 

＝24-25年度第3回理事会＆第2回クラブアッセンブリー＝ 

日時：5 月 21 日（火）18：00～ 

場所：THE GARDEN（江南市） 

※送迎バス 17：20 犬山駅西口出発 

 

全員協議会（稲垣 圭次会長） 

第 17 回理事会（4 月 16 日(火)）の報告 

＊審 議 事 項＊ 

1.「台湾東部地震（3490地区/台湾東部）」義捐金について 

 ﾆｺﾎﾞｯｸｽより会員 47 名×1,000 円＝47,000 円拠出 

2.第 54 回八ツ八祭献書展 後援願いについて 

名義表示，賞状 8 点，記念品（楯代 10,000 円） 

3.犬山成田山第 69 回学童写生大会褒章下附願いについて 

賞状 5 点、賞品 5 点（1 万円）後援 

4.犬山市ｽﾎﾟｰﾂ少年団事業活動に対する後援名義使用

について（依頼） 

令和 6 年度犬山市ｽﾎﾟｰﾂ少年団事業の活動 

(R6 年 4 月 1 日～R7 年 3 月 31 日)に対する後援 

名義使用を許可 

5.令和 6 年度犬山国際交流協会会費の納入について 

 例年通り賛助会員 1 口 5,000 円を拠出 

＊報 告 事 項＊ 

1.今後の例会予定について（以下に変更） 

 ・4/16(火)卓話/友愛の日→卓話 

 ・5/14(火)全員協議会/卓話 

→全員協議会/地区研修･協議会報告 1 

 ・5/21(火)地区研修･協議会報告 1 

→地区研修･協議会報告 2 

 ・5/28(火) 地区研修･協議会報告 2 

→友愛の日 

2.職業奉仕担当例会（早朝例会：成田山）について 

法話；「より良く生きる ～ｳｪﾙ ﾋﾞｰｲﾝｸﾞな生き方」 

成田山名古屋別院大聖寺 法教部法務課長 榑谷照生様 

3.家族花見日帰り旅行例会(親睦活動)実施報告について 

 予算 880,900 円に対し決算 476,283 円 

4.ｸﾗﾌﾞ戦略委員会（3 月 5 日(火)）報告 

5.第 5 回ｸﾗﾌﾞｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰの開催について 

6 月 11 日（火）夕方～ 池田屋（予定） 

6.ゴールデンウィーク中の事務局の休みについて 

4／27（土）～5／6（月･振休） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第 18 回持回り理事会（4 月 23 日(火)）の報告 

＊審 議 事 項＊ 

1.新会員の入会承認について 

吉田英美さん 華道家 吉田英翠 (創生流 次期家元) 

 

2024～2025 年度のための地区研修・協議会報告① 

（2024-25 年度幹事 丹羽 敬昇君） 

◎第 1 分科会 

2024-25 年度 会長 松平 實胤君 

テーマ： 

魅力あるクラブ 持続可能な奉仕活動 成長するロータリー 

～行動計画 4 つの優先事項にそって戦略計画を～ 

 

第 1 分科会に出席いたしました。                      

 出席者は次年度の丹羽幹事、朱宮会計、奥村クラブ

戦略委員長と私を含めて 4 名でした。 

 テーマは「魅力あるクラブ 持続可能な奉仕活動 

成長するロータリー」でありました。 

 先ず第 1 講義は、吉川地区ガバナーから「行動計画 

4 つの優先事項にそって戦略計画を」と題してお話を

頂きました。 

 ロータリーは「世界で、地域社会でそして自分自身

の中で、持続可能な良い変化を生むために行動計画を

立てることが必要だ、具体的には 4 つの優先事項にそ

って戦略計画を立てて欲しい」ということであリます

した。 

その 4 つとは 

1.「より大きなインパクトをもたらす」 

 その活動を終了しても社会にインパクトのある効果

が持続しているか 

2.「参加者の基盤を広げる」 
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 活動の和が広がっているか  

3．「参加者の積極的な関わりを促す」    

 全てのクラブ会員が積極的に参加しているか 

4．「適応力を高める」 

 さらに新たな活動のためにあらゆる角度から見直す

べきところは見直し、改めるところは改める柔軟性

があるか 

 この 4 つの優先事項にそって 3 年間の戦略を立てて

ほしい。年度が終わるごとに改めて評価を行い、次年

度以降の 3 年間の戦略目標を立て直して欲しい、とい

うことでした。 

続いて 

2 講義 

ロータリーフードフェスティバルについて 

（協賛広告等のお願い） 

3 講義 

ロータリーの危機管理            

セクハラ・パワハラには即対処、信用信頼回復に

務める 

4 講義 

地区防災対策委員会のテーマについて     

自然災害の対応など 

5 講義 

会員増強について 

退会防止と会員増強              

最後に 

6 まとめ 

木所地区会員増強委員長より総括 

以上、午後 12 時半より 17 時まで、一人の退席者も

なく、皆様最後までご苦労さまでございました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 2 分科会 

2024-25 年度親睦活動委員長 大原 隆一君 

テーマ：魅力的で持続可能 そして、成長する例会を創る 

 

第 2 分科会に出席しましたので報告します。 

はじめに、ロータリー活動の核となる例会について、

“魅力的な例会”を実現するために、まずは自クラブ

の現状確認をする必要があります。クラブのルールを

整理・点検し、慣例に流されることなく、時代の変化

に合わせてルールを“進化”させることが大切です。

また曖昧な部分があれば明確にすることを意識して、

クラブ内で共有することが重要とのことです。 

つぎに“持続可能な例会”を行うには、クラブが会

員の望む“体験”を提供し続ける必要があります。会

員が望む体験とは、「楽しい例会」をはじめ、「クラブ

指導者への信頼」、「自己成長の機会」、「つながり（人

脈作り）」、「意義ある奉仕」などがあります。この他に

も、会員が望む体験は様々あると思いますので、クラ

ブ内のコミュニケーションを通じて、改めて会員のニ

ーズを把握することが必要です。 

そして“成長する例会”を創るためには、クラブの

基盤強化に向けた“挑戦”が必要であると考えます。

まずは奉仕活動と帰属感の 2 つの視点で現状を捉えて

みます。奉仕活動に消極的で、帰属感が低いクラブは

「限界クラブ」と言えます。余計なことを言わない、

新しいことをやらない、いわえる前例踏襲体質のクラ

ブであり、近い将来、クラブ運営が破綻する危険があ

ります。一方、目指すべき理想のクラブは、奉仕活動

に積極的で、帰属感が高い「次代に続く活性クラブ」

です。会員間で切磋琢磨し、自己研鑽を積み、充実し

た例会と奉仕活動に取り組み、地域の実情に合った理

想的なクラブです。クラブの基盤強化に向けて挑戦す

るポイントは、「より大きなインパクトをもたらす」、

「参加者の基盤を広げる」、「参加者の積極的な関わり

を促す」、そして「適応力を高める」ことだと考えてい

ます。 

最後に、理想的なクラブ運営を行うためには、テー

マの通り「魅力的で持続可能、そして成長する例会を

創る」ことが重要です。クラブ内のルールを“進化”

させ、会員が望む“体験”を提供する例会の実現を目

指します。まずは現状を把握するために、細部にわた

り点検、確認します。そして課題を抽出し、基盤強化

に向けて“挑戦”を踏まえた対策を講じます。企業と

同様に、明確なビジョンを定め共有し、策定した行動

計画を着実に実行していくことが、ロータリー活動に

おいても大切であるとの内容でした。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 3 分科会 

2024-25年度公共イメージ向上副委員長 下平 征司君 

テーマ：ロータリーの公共イメージ向上について 

 

公共イメージ向上委員会の役割についてご報告いた

します。 

2760 地区では、2016-17 年度に広報委員会と IT 委

員会がありましたが会員減少に歯止めをかける為、広
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報員会と IT 委員会を統合する形で公共イメージ向上

委員会になりました。 

2003-04 年には 5,477 名の会員が在籍しておりまし

たが最近では 4,700 名程度の会員減少になり歯止めが

かかってないのが現状です。会員増強を図るため公共

イメージを向上して行こうという訳です。 

それで、どのような効果が生まれるかと言うと、ロ

ータリービジョン声明の行動方針の 4 つの戦略的優先

事項というのがあり、これは 2019-20 年度からの 5 カ

年計画でありましたが、次の年度もこちらは継続して

いくということです。このビジョンを実現させるため

に行動計画があり、その行動計画には 4 つの戦略的優

先事項がございます。 

より大きなインパクトをもたらす。 

参加者の基盤を広げる。 

参加者の積極的なかかわりを促す。 

適応力を高める。 

これらを繋ぐのが公共イメージの向上の推進活動で

す。多くの人々に社会のニーズを知らせて情報を共有

する。そのニーズを私たちロータリアンが解決してい

る事を知らせて、人々の理解を深め共感を得ることに

より会員が増たり、会員だけではなくて我々の活動に

参加してくれる人が増え、その結果ロータリービジョ

ンに 1 歩近づいていく。さらには、そういった活動し

ている組織に所属する私たち会員のモチベーションや

意識が上がっていき、このように循環を回すというと

ころに公共イメージ向上の目的、取り組みがあるとい

う事です。 

どのようにロータリーを伝えていくのか。まずロー

タリーを知ることから始める事です。 まず自分がロー

タリーに対するイメージを上げることが公共イメージ

の向上に繋がっていくと思います。ロータリーがどの

様な活動をしているかという事かを知り、その上で、

まずは何を伝えていくのか、ロータリーの奉仕プロジ

ェクトやロータリアンってどんな人。ロータリークラ

ブはどんな組織か分かると外部の方々も共感をしやす

くなるという事です。                       

外部発信の仕方は、口頭でも結構ですしロータリー

のイベントで会長がお話される事を会話やスピーチな

どでロータリーの事を伝たり、文字であればホームペ

ージ、チラシ、SNS も良いという事です。 

各地域には新聞媒体がありますので、新聞媒体の力

を活用し地域のイベントやロータリーのイベントで伝

える事ができます。これは RI の仕事とか地区の仕事だ

というわけではなく、クラブ、ロータリアン 1 人 1 人

がロータリーの広報マンであるという自覚を持ってや

ってもらいたいという事です。人や外部に発信する時

に話すやすくするにはロータリーの奉仕活動を覚えて

おくと良いそうです。 

ロータリーの奉仕活動とは、地域社会、世界、良い

変化をもたらそうと言うビジョンに基づいてやってお

りますので、次の事を掲げています。他者を大切にし

ながら地域社会のニーズに合った国家の長続きするプ

ロジェクトを行っています。 

世界中にいる仲間とのつながりを利用している。 

ロータリー財団の資金を活用してプロジェクトを行

っている。 

そして、最後まで責任を持ってプロジェクトを完成

する。 

それがどんな組織かというと世界 200 ヵ国以上、会

員数約 120 万人の国際的な組織であり、職業利益を高

めるリーダー的存在を目指しています。知り合いを広

めて奉仕の機会としています。国際理解、親善、平和

を推進して、このような所を念頭において話すとよい

そうです。 

あと、マイロータリーの活用と登録を推進。登録者

数を増やし、マイロータリーを読んで自クラブに活か

して頂きたい。 

ロータリーの友について、どの様な事が掲載されて

いるのか？ 

皆さんご存じだと思いますが、ロータリー活動の魅

力をロータリー向けに特化した情報を選び最新の情報

を掲載している。何を掲載しているかというと、国際

ロータリーからの公式な情報提供の場であり RI 指定

記事というのは会長メッセージが英語で配布されてお

り、各国の言語に置き換えられて掲載されています。 

友愛の広場のページを利用して海外ロータリークラブ

の訪問記や周年事業の報告を掲載し他地区への広報と

して活用して下さいという事です。 

以上で地区研修会の報告とさせて頂きます。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 5 分科会 

2024-25 年度職業奉仕委員長 安達 寛益君 

テーマ：ロータリーのマジックにより持続可能な 

大きなインパクトをあたえよう 

～四つのテストと超我の奉仕の実践～ 

 

第 5 分科会の報告をさせていただきます。 

 この分科会においては職業奉仕委員会と社会奉仕委

員会が合同にて研修会を行いました。初めにリーダー

挨拶として、長瀬ロータリー奉仕委員長より挨拶があ

り、その後の社会奉仕委員長・職業奉仕委員長のそれ

ぞれの挨拶がありました。 

 挨拶において、今年度 2760 地区では「職業奉仕」

の考え方を示されました。それはシンプルに「4 つの

テストに照らし合わせた会社案内を推進する」という

ものでした。 

 1930 年度初頭に創案者であるテイラー氏は会社の

為に正しい行動をするために簡単で覚えやすい倫理基

準「4 つのテスト」。そして、日本ロータリーでは、
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「Service」の言葉を「奉仕」という言葉で表現し、単

なる自己犠牲でなく、人の役に立つ働きと考え、ロー

タリーは「I Service する所」であるとして、個人個

人が人の役に立つ活動をしているかが大事との事でし

た。「4 つのテスト」と「奉仕」の観点より、社業にお

けるその思いを示すもの、社是、社訓、経営理念、経

営方針等を是非皆にみえるようｵｰﾌﾟﾝにし、4 つのテス

トに照らし合わせた会社案内を行い、互いのビジネス

を理解していきましょうという説明がありました。 

 その挨拶の後、各副委員長挨拶がありまして、その

後各テーブルにおいて意見交換をしていきました。こ

れからの地区協は、時間内に座って聞いているのでは

なく、しっかりと頭を使って考えていきましょうとい

うことで、各テーブルでの意見交換となりました。我

々職業奉仕委員長のエリアでは、それぞれの自己紹介

と共にどういう職業奉仕をしてきたか等の話で意見交

換を行ってきました。会社訪問や週報に職業案内を入

れるなどいろいろ話が上がり、「あいつのとこがこんな

ことやっているなら俺も考え方かえんとかんという設

え」「会社訪問一周以上回ったけど、思った以上にメン

バーの事知らんからもっと知ることが大事」などの意

見が上がり、職業奉仕という知らない私にとって、次

年度の職業奉仕を考えていく上で、有意義な研修とな

ったかと思います。 

 以上をもって報告といたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝本日のお食事＝ 

 
 

ご 報 告 

○第 1 回ロータリーフェスティバル 

第 1 回ロータリーフェスティバルがエディオン久屋

広場、エンゼル広場にて 5 月 11 日（土）12 日（日）

に開催されました。 

 


